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令和６・７年度 文部科学省学校安全総合支援事業「防災教育」研究公開

実施校：垂水市立 松ケ崎小学校(拠点校)・協和小学校・牛根小学校

Ⅰ 研究の概要
１ 研究テーマ

２ テーマ設定の理由

３ 目指す子供像

４ 研究の仮説

５ 研究内容

「災害から命を守り，たくましく生き抜く子供の育成」
～他者と協働した桜島火山防災の学びを通して～

《今日的課題から》

・ 近年，全国的に予想のつかない大きな災害が頻繁に起こっており，大正大噴火から約１１０年

経過していることから，桜島においても大規模噴火が起こりうることが危惧されている。

・ 防災教育の充実が，学習指導要領が示している三つの資質・能力の育成につながる。

① 生きて働く「知識及び技能」の習得

② 未知の状況にも対応できる「思考力，判断力，表現力等」の育成

③ 学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力，人間性等」の涵養

《地域の実態から》

・ 桜島，錦江湾を眼前に望み，背後には高隈山系が連なっている。（地理的状況）

・ 大正大噴火の経験から，桜島火山防災について関心が高い。（歴史的状況）

《子供の実態から》

・ 毎年様々な避難訓練を行っており，危機管理や危機回避等に関する知識はもっているが，実践

能力は十分とは言えない。

・ 災害を自分事と捉え，主体的に防災に取り組もうとする態度が十分に身に付いていない。

◎ 災害や防災について理解を深めることができる子供〔知識，思考・判断〕
◎ 災害が起こったときに，自分の命を自分自身で守ることができる子供〔危険予測，主体的な行動〕
◎ 災害が起こったときに，みんなと助け合いながら，周りの人や地域のために役立つことができる子供

〔社会貢献，支援者の基盤〕

(1) 災害や防災についての知識及び技能の習得【知る・分かる】

ア 防災教育年間計画の策定と各教科・領域等との関連の整理

イ 防災教室，施設見学等への参加

ウ 総合的な学習の時間（防災学習）等の充実

(2) 災害にあったときに適切に対応できる思考力，判断力，表現力等の育成【考える・判断する・表現する】

ア 必然性・実効性のある避難訓練の実施（想定の工夫・改善，学校や地域の実態に即した訓練等）

イ 地域や家庭を含めた避難訓練，総合防災訓練（炊き出し訓練，引き渡し訓練等）

ウ 防災プラン，防災マップ等の作成（避難行動計画，安全点検等）

(3) 災害や防災における学びに向かう力，人間性等の涵養【協働・自覚・発信する】

ア 調査結果，防災プラン等の発信

イ 各地域との防災プランの交流とそれを受けた見直し（３校遠隔合同授業）

ウ 家族防災会議の実施，家族防災行動計画の作成

【仮説１】災害や防災についてＩＣＴを活用したり，他者と協働して調べたり話し合ったりすることで，
災害や防災について理解を深めることができるのではないか。〔知識，思考・判断〕

【仮説２】災害や防災についての知識をもとに，地域の実態を調べたり避難訓練を実施したりす
ることで，災害が起こったときに，自分の命は自分自身で守ろうとする態度（自助）が
育まれるのではないか。〔危険予測，主体的な行動〕

【仮説３】災害や防災について身に付けた知識や技能を生かすことで，災害が起こったときに，
家族や地域と助け合いながら，周りの人のために役立とうとする態度（共助）が育まれ
るのではないか。〔社会貢献，支援者の基盤〕
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Ⅱ 研究の実際
１ 災害や防災についての知識及び技能の習得【知る・分かる】

◎ 総合的な学習の時間における防災学習

【展開】（全３０時間）

小単元 主 な 活 動 内 容 子供の様子や活動の成果・課題等

【第１次】 １ 防災学習出前授業（講師：県防災センター）

火山学習の手

引き

（７時間）

２ 桜島国際火山砂防センター見学

３ ３校合同オリエンテーション

【第２次】 ４ 地域の火山災害の特性などについ

地域の火山と て，自分のテーマに基づいて調査する。

災害のリスク

（６時間）

５ 調査した結果を３校で交流する。

【第３次】 ６ 自分なりの防災プランを考え，作

防災プランの 成する。

立案（11時間）

７ 各校の防災プランをもとに３校で

交流する。（遠隔合同授業）

※ 防災プランに関する３校の交流学習の
様子は，研究公開当日の遠隔合同授業に
てお示しします。

【第４次】 ８ 防災学習のまとめや作成した防災 ※ 保護者や地域民への発表の場を設けて，
防災学習のま プランを外部に発信する。 地域全体の防災意識の高揚を図ります。
とめ・地域に ※ 学校ホームページに子供たちが作成し
つなぐ た防災プラン等を掲載し，広く防災に関
（６時間） する周知を図ります。

【５・６年生３校合同による総合的な学習の時間（防災学習）】
○ 単元名「火山とともに生きる ～私たちの命を守る防災学習～」
○ 単元の目標
１ 火山災害のメカニズムと防災について科学的に理解する。
２ 地域の火山特性と防災対策について考え，発信する。
３ 主体的な防災意識と行動力を身に付ける。
４ ＩＣＴを活用した協働的な学習を通じて，問題解決能力を養う。

防災カルタや非常持ち出し品ゲームを通

して，楽しみながら自然災害や防災に対す

る興味・関心を高める。（３校合同）

砂防センター内の施設や資料等をもとに

火山災害や防災について興味・関心を高め

たり，知識を得たりする。（３校合同）

自然災害や防災に関する動画を視聴する

などして，興味・関心をもったことや取り

組むテーマ等について，互いに意見を交流

する。（遠隔合同授業）

単元の導入と

して，講師を招

聘した出前授業

や施設見学等を

実施し，自然災

害や防災に対す

る興味・関心を

高めるとともに

自分なりのテー

マを設定し，学

習全体の見通し

をもつ。

公募による防災に関する川柳

をもとに作成された「防災カル

タ」を活用し，災害時や防災の

心得，適切な行動等について知

ることができた。

モデル実験を通して，土石

流の仕組みや砂防ダムの効果

などについて実感することが

できた。

３校の子供たちが，テレ

ビ会議ソフトやホワイトボ

ードソフトを活用して，互

いの考えや意見を共有する

ことで，一人一人の思考を

深め広げることができた。

桜島や火山災

害，防災等につ

いて，自分で設

定したテーマに

基づいて調査し

まとめ，発表，

交流することに

よって，災害や

防災についての

知識及び技能の

習得を図る。

〔個別のテーマ〕

・桜島噴火の歴史

・火山の仕組み

・桜島と地域の関わり

・噴火による災害

・桜島の自然と恵み

〔調査方法〕
・インターネット，書物
・現地見学
・インタビュー 等
〔まとめ方〕
・プレゼンテーションソ
フト
・パンフレット
・新聞 等

〔中間発表会（遠隔合同授業）〕
個人やグループでまとめた内容を３校で発表

し合い，互いの知識・理解を深めるとともに，
情報交換を行うことによって，新たな考えや課
題等を見いだす。

自分たちの実態に即した防災プランを考える。
・避難の仕方を見直す ・防災マップを作成，見直す
・家での避難を考える ・避難グッズを整備する
・避難生活を想定する 等

他者の防災プランに対する意見やアドバイス
等を発表し合い，各自，よりよい防災プラン作
成に向けて話し合う。

自分たちが調べたり考えたりした自然災害や
防災に関する内容を地域の方々や保護者等に発
表し，みんなの防災意識を高める。

実態に即した
自分なりの防災
プランを作成す
ることによって
災害にあったと
きに適切に対応
できる思考力，
判断力，表現力
等を養う。

地域の郷土史研究会の方々を

講師に招き，桜島大噴火の歴史

（主に大正大噴火の経緯や被害

状況，当時の生活の様子等）に

ついて学習した。また，昭和の

大噴火を経験された方の体験談

を聞いたり，インタビューした

りして学びを深めた。

【中間発表会】

各学校・グループで調

べ，まとめた内容を３校

遠隔合同授業によって交

流した。桜島大噴火の歴

史や火山災害等について

様々な視点での発表がな

され，次の活動（防災プ

ランの立案）につながる

学習となった。

松ケ崎校区内に現存する桜

島大正大噴火の際にできた埋

没鳥居について現地調査し，

噴火災害の凄まじさを実感す

るとともに，当時の状況等に

ついて改めて認識することが

できた。
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２ 災害にあったときに適切に対応できる思考力，判断力，表現力等の育成【考える・判断する・表現する】

(1) 必然性・実効性のある避難訓練の在り方

ア 様々な災害や状況を想定した避難訓練「松ケ崎小：総合防災訓練」

イ 地域の特性を考慮した避難訓練「牛根小：地震・桜島海底火山噴火による津波からの避難」

(2) 地域防災マップの作成・見直し

３ 災害や防災における学びに向かう力，人間性等の涵養【協働・自覚・発信する】

(1) 家庭や地域と連携した防災学習

ア 保護者や地域の方々とともに学ぶ取組 イ 家庭における防災学習（家族防災会議・防災

行動計画）の取組

〔松ケ崎小：桜島火山防災訓練〕

〔協和小：親子防災教室〕

(2) 総合的な学習の時間における交流学習（３校遠隔合同授業）

ア ５・６年 桜島火山防災学習「オリエンテーション」

① 桜島大噴火とともに

地震発生→一次避難：

机の下に隠れる

② 海底噴火による津波
警戒→二次避難：
垂直避難で校舎２階
（海抜１２ｍ）の多
目的室へ避難

③ 裏山崩壊の恐れ→三

次避難：崖から離れ

た校区公民館へ避難

④ 四次避難：保護者

への引き渡し

訓練後，保護者や地
域の方々とともに専門
家による講話を拝聴し
た。身近な存在である
桜島の火山災害や防災
について関心を高める
とともに，理解を深め
ることができた。

炊き出し訓
練：保護者の
協力を得た非
常食（米飯）
作り

防災担当職
員による災害
や避難所に関
する講話及び
動画視聴

けがの応急
処置訓練：講
師（日本赤十
字社職員）に
よる実技指導

公
民
館
で
の
活
動

桜島火山防災意識
啓発映像を視聴して
その感想やこれから
自分が調べてみたい
ことをデジタルノー
トに記入した。

大型モニタや
共有ノートを通
して，他校の友
達の感想や調べ
るテーマを交流
した。

自分が調べたいこ
と（テーマ）を他校
の友達と紹介し合う
ことで，互いに学習
意欲を高め合うこと
ができた。

気象予報士・防災士によ
る講演を聴き，参加した子
供・保護者が共に防災に対
する関心を高めることがで
きた。また，家族で一緒に
学ぶことで，家庭内でも話
し合う機会が生まれ，日頃
から災害に備える意識を育
むことにつながった。

家庭における防災意
識の高揚を図るととも
に，災害への備えを考
える目的で，家族で話
合いの時間を設ける取
組を行った。
様々な災害を想定し

て，確認した避難方法
や避難場所，非常持出
品・備蓄品等を記入す
るカードを準備し，話
合いに役立てた。

カードはラ
ミネート加工
して各家庭内
に掲示するよ
うにし，日常
の意識付けを
図った。

地震による津波を想定した避
難訓練。想定する津波の高さを
考慮して，垂直避難により校舎
屋上へ避難している。また，万
が一の津波の到来に備えて，ヘ
ルメットとライフジャケットを
着用するようにしている。

桜島海底火山噴火による大津波を
想定して，学校裏の高台への避難訓
練を実施している。
より迅速な避難を行うために，緊

急時には職員の自家用車も使用して
高台へ移動するようにしている。少
人数ならではの避難方法である。

３・４年生が防災マップ作
成のために，地域の現地調査
を行った。危険箇所や桜島噴
火災害・防災に関する場所等
を確認しながら記録し，マッ
プ作成に生かした。注意深く
観察することで，普段利用す
る通学路にも多くの危険が存
在することが分かった。

子供たちの目
線で調査・確認
し，作成した防
災マップ。自ら
作成することで
防災・安全への
意識をさらに高
めることができ
た。
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イ 調査結果の交流「中間発表会」

(3) 保護者・地域への発信（学習発表会での発表）

Ⅲ 研究のまとめ
１ 防災に関する実態の変容（３小学校全児童４６名対象）

アンケート項目 Ｒ６年10月 Ｒ７年10月

１ 自然災害や防災に対する関心や学習意欲がある。 ８９．１％ ９３．３％

２ 自然災害に対する不安（恐怖）を感じている。 ８０．４％ ９１．１％

３ 特に心配な自然災害は，桜島の大噴火である。 ２８．１％ ５０．０％

４ 災害が起こったとき，どのように行動（避難）すればよいか知っている。 ８２．６％ ９１．１％

５ 災害が起こったとき，安全に素早く行動（避難）できる。 ７８．３％ ８２．２％

６ 災害に対する心構えや準備ができている。 ５２．２％ ６０．０％

【考察】防災教育を充実させることによって，自然災害や防災に対する関心や学習意欲がさらに
向上した。また，自然災害（桜島大噴火）に対する危機意識が高まり，避難行動のための知
識や技能も身に付いて，「自分の命は自分で守る」という意識や態度の高揚に繋がった。さ
らに，災害に対する心構えや備えについても，実践力が高まりつつある。

２ 研究の成果

(1) 仮説１について（知識，思考・判断）

○ ３校区の子供たちが，調べ学習や交流学習等を通して，それぞれの地域の災害の特性を自

分事として考えながら，災害や防災についての認識を深めることができた。

○ ３校合同学習（遠隔合同授業）を行うことで，多様な意見交換を通して，多角的な視点

から防災について思考・判断する力を育むことができた。

(2) 仮説２について（危険予測，主体的な行動）

○ 総合的な学習の時間や教科等横断的に防災学習に取り組むことで，時間をかけて，自然

災害に対し危険を予測し回避する方法を学び，「自分の命は自分で守る」という態度を育む

ことができた。

○ 様々な視点で自分なりの防災プランを立案することによって，主体的に今後の防災行動に

生かしていこうとする態度が育まれた。

(3) 仮説３について（社会貢献，支援者の基盤）

○ 保護者や地域の方々と共に学ぶことで，学校，家庭，地域が一体となった防災の輪が広

がり，社会全体で支え合う意識を育むことができた。

３ 今後の課題

(1) 仮説１について（知識，思考・判断）

● 各教科・領域等との関連を明確にし，年間を通して，系統的に学習活動を充実させ，災

害や防災に対する理解をさらに深めていく必要がある。

(2) 仮説２について（危険予測，主体的な行動）

● 作成した防災プランや防災マップを日常的に活用し，継続的に見直すことで，それぞれ

の状況に応じた柔軟な対応力を育成していく必要がある。

(3) 仮説３について（社会貢献，支援者の基盤）

● 災害の種別や規模に応じた他者との連携・協働の在り方について学び，実践することで，

今後さらに防災に必要な力を身に付けさせていきたい。

● 防災プラン等，学習したことを他者へ発信する取組を充実させ，子供たちが社会の一員と

して防災活動に主体的に関わろうとする意識をさらに高めさせたい。

※ 各種資料閲覧用のＱＲコード

各学校・グル
ープで調査し，
まとめた内容を
それぞれがプレ
ゼンテーション
ソフトを活用し
て発表した。

発表を聴きな
がら，各自のタ
ブレット端末の
ホワイトボード
ソフトを活用し
て，意見や感想
等を記入した。

Web会議システム
を活用し，それぞれ
の発表に対する意見
や感想等を交流して
知識を深めるととも
に互いのよさを認め
合うことができた。

５・６年生による総合的
な学習の時間（防災教育）
に関する発表。火山の仕組
みや桜島大正大噴火による
被害の様子，自分たちで作
成した防止プラン等につい
て情報発信した。

３・４年生も桜島火山防災に
関する内容を発表した。保護者
や地域の方々に自分たちの学習
の成果を伝えることで，地域全
体で防災の意識を高め，備えを
充実させることの大切さを認識
することができた。


